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経 済 ・ 金 融  情 勢 資 料              2 0 1 4 年 1 2 月  

• 12月16～17日の米連邦公開市場委員会（FOMC）では、政策金利（0～0.25％）について、前回までの「相当な期間維持す
る」との文言を残しつつ、政策の正常化に向けては「忍耐強く」対応すると、15年内の利上げを見据えた方針が示された。
また、イエレンFRB議長はFOMC後の会見で、少なくとも次回（1月）と次々回（3月）のFOMCで利上げを実施する可能性は
低いとしている。 

• 米国の経済指標をみると、雇用統計（11月）の失業率は5.8％と前月から横ばいだったが、非農業部門雇用者数は32.1万
人増と、事前予測（23.0万人）を大幅に上回った。消費関連指標などでも回復が目立っており、米国経済は緩やかなペー
スで拡大しているとみられている。 

• 12月18～19日の日銀金融政策決定会合では、マネタリーベースが年間80兆円（10月31日にこれまでの60～70兆円から
強化）に相当するペースで増加するよう金融市場調節（長期国債、ETF、J-REIT、CP・社債などの買入れ、長期国債の平
均残存期間長期化）を行うことを軸とし、15年度を中心とする期間内に2％の「物価安定の目標」を実現することを目指す
量的・質的金融緩和の維持が決まった。 

• 日本の経済指標をみると、日銀短観（12月調査）によれば、大企業製造業の業況判断DIは12と、9月調査から1ポイント低
下したほか、先行きも9へと低下する予想となっている。また、民間設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除
く民需）の10月分は、前月比▲6.4％と5ヶ月ぶりに低下した。一方、10月の鉱工業生産指数（確報値）は、前月比0.4％と
2ヶ月連続で上昇したほか、製造工業生産予測調査の11月は同2.3％、12月は同0.4％とともに上昇が見込まれている。こ
のように、一部で持ち直しの動きもみられるものの、消費税増税後に大きく落ち込んだ日本経済の持ち直しには鈍さが
残っている。 

• 長期金利（新発10年国債利回り）は、10月末に日銀が量的・質的金融緩和（QQE）を強化したほか、原油価格の大幅下落
によって世界経済の減速懸念が高まったことから、12月下旬には一時0.340％を付けるなど、13年4月にQQEが導入され
た直後以来の低水準で推移している。 

• 日経平均株価は、10月末に年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が運用比率を見直したほか、円安・原油安の進行
などもあって12月上旬には約7年4ヶ月ぶりに18,000円台を回復した。12月中旬には原油価格の過度な下落などが世界経
済の先行き懸念につながったことなどから一時17,000円を割り込んだものの、その後は17,600円台まで戻している。 

• ドル円相場は、米雇用統計（11月）の結果が好調だった一方で、日本では実質GDP成長率（7～9月期2次速報）が下方修
正されたことなどから、12月上旬には一時1ドル＝121円85銭と7年4ヶ月ぶりの円安・ドル高水準となった。その後は株価
動向や米金利政策への思惑のなかでボラタイルな展開となり、116～119円台で推移している。 

• 原油先物（NY市場・ＷＴＩ期近）は、北米でのシェールガス等の増産などで原油在庫が増加する中、11月末に石油輸出国
機構（OPEC）が石油減産を見送ったほか、国際エネルギー機関（IEA）が15年の石油需要見通しを引き下げたこともあって
大幅に下落。12月中旬には1バレル＝50ドル台半ばと5年7ヶ月ぶりの水準となった。ただし、足元は若干上昇。 
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• 米国金融政策：12月16～17日の米連邦公開市場委員会（FOMC）では、政策金利（0～0.25％）について、前回までの
「相当な期間維持する」との文言を残しつつ、政策の正常化に向けては「忍耐強く」対応すると、15年内の利上げを見
据えた方針が示された。また、イエレンFRB議長はFOMC後の会見で、少なくとも次回（1月）と次々回（3月）のFOMC
で利上げを実施する可能性は低いと説明している。 

• 米国経済：米国の経済指標をみると、雇用統計（11月）の失業率は5.8％と前月から横ばいだったが、非農業部門雇
用者数は32.1万人増と、事前予測（23.0万人：ブルームバーグ集計）を大幅に上回った。消費関連指標などでも回復
が目立っており、米国経済は緩やかなペースで拡大しているとみられている。 

米国経済：FOMC、ゼロ金利政策の正常化には「忍耐強く」対応 
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国内経済：消費税増税後からの持ち直しは鈍い 

• 日銀短観：日銀短観（12月調査）によると、大企業製造業の業況判断DIは12と、9月調査から1ポイント低下した。
また、先行きも9へと低下する予想となっている。 

• 機械受注：民間設備投資の先行指標である機械受注（船舶・電力を除く民需）の10月分は、前月比▲6.4％と5ヶ
月ぶりに低下した。10～12月期の見通しでも前期比▲0.3％と減少が見込まれている。 

• 鉱工業生産：10月の鉱工業生産指数（確報値）は、前月比0.4％と2ヶ月連続で上昇した。製造工業生産予測調査
をみると、11月は同2.3％、12月は同0.4％とともに上昇する見込み。 
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• 日銀金融政策：12月18～19日の日銀金融政策決定会合では、マネタリーベースが年間80兆円（10月31日にこれ
までの60～70兆円から強化）に相当するペースで増加するよう金融市場調節（長期国債、ETF、J-REIT、CP・社債な
どの買入れ、長期国債の平均残存期間長期化）を行うことを軸とし、15年度を中心とする期間内に2％の「物価安
定の目標」を実現することを目指す量的・質的金融緩和の維持が決まった。 

• 長期金利（新発10年国債利回り）：10月末に日銀が量的・質的金融緩和（QQE）を強化したほか、原油価格の大幅
下落によって世界経済の減速懸念が高まったことから、12月下旬には一時0.340％を付けるなど、13年4月にQQE
が導入された直後以来の低水準で推移している。 
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長期金利：量的・質的金融緩和の強化などを受けて低下 
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株価：一時18,000円台を回復も、その後下落 

• 日本株価（日経平均）：10月末に年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が運用比率を見直したほか、円安・
原油安の進行などもあって12月上旬には約7年4ヶ月ぶりに18,000円台を回復した。12月中旬には原油価格の過
度な下落などが世界経済の先行き懸念につながったことなどから一時17,000円を割り込んだものの、その後は
17,600円台まで戻している。 

• 米国株価（NYダウ平均）：12月上旬には雇用統計（11月）で雇用回復の底堅さが確認されたことから、史上初とな
る18,000ドル台目前まで上昇した。しかし、その後は原油相場の急低下を受けて資源国を中心に先行き不透明
感が高まり、17,100ドル前後まで下落。ただし、FOMCの内容が好意的に捉えられると反発し、12月下旬には再び
17,800ドル台を回復している。 
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• ドル円相場：米雇用統計（11月）の結果が好調だった一方で、日本では実質GDP成長率（7～9月期2次速報）が下
方修正されたことなどから、12月上旬には一時1ドル＝121円85銭と7年4ヶ月ぶりの円安・ドル高水準となった。そ
の後は株価動向や米金利政策への思惑のなかでボラタイルな展開となり、116～119円台で推移している。 

• ユーロ円相場：円安・ドル高につられる形で円安・ユーロ高が進行し、12月上旬には1ユーロ＝148円台後半で推
移。しかし、12月中旬にはドル円相場が修正されたほか、ユーロ圏の景気後退懸念やギリシャ政局不安なども
あって円高・ユーロ安方向に戻した。その後12月下旬は146円前後での揉み合いとなっている。 
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原油：OPECの減産見送りなどで下落 

• 原油先物（ニューヨーク市場・ＷＴＩ期近）：北米でのシェールガス及びシェールオイル増産などで原油在庫が増加
する中、11月末に石油輸出国機構（OPEC）が石油減産を見送ったほか、国際エネルギー機関（IEA）が15年の石
油需要見通しを引き下げたこともあって大幅に下落。12月中旬には1バレル＝50ドル台半ばと5年7ヶ月ぶりの水
準となった。ただし、足元は若干上昇している。 

• 米エネルギー情報局（ＥIA）：12月のエネルギー見通しで、14年の原油先物（ＷＴＩ期近）価格を1バレル＝93.82ド
ルに、15年の同価格を62.75ドルにそれぞれ下方修正した。 
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• 中国：国家統計局発表の製造業PMI（11月）は50.3と2ヶ月連続で悪化。貿易統計（11月）では、輸出が前年比4.7％と2ヶ月連続で伸びが鈍化したほか、鉱
工業生産指数（11月）も2ヶ月連続で鈍化した。このほか、固定資産投資額（11月）も小幅鈍化するなど、投資や輸出、生産に弱さがみられる。一方、政策
期待から株価は上昇し続け、約4年ぶりの水準となっている。 

• インド：卸売物価指数（WPI、11月）は、前年比0.0％と、10月（同1.8％）から大幅に縮小。鉱工業生産指数（10月）は前年比▲4.2％と、9月から低下、主因は
製造業で寄与度▲6.1％ポイント。最近の原油安による輸入コストの減少効果への期待は強いものの、金の輸入が急増したことで、11月の貿易収支は赤
字となった。政策期待が依然として株式相場を支えている。 

• ロシア：消費者物価指数（11月）は前年比9.1％と、10月（同8.3％）から加速。11月の鉱工業生産は前年比▲0.4％と、10月（同2.9％）から低下に転じた。原
油相場は、OPECで減産が合意されなかったことに加え、15年の石油需要見通しが下方修正されたことを受けてWTI期近物で1バレル＝50ドル台半ばまで
下落し、通貨は一時1ドル＝80ルーブルまで暴落した。これを受けて、当局が金融安定化支援策を打ち出し、60ルーブル台まで回復したが、不確実性は高
いままである。 

• ブラジル：11月のインフレ率（IPCA）は前年比6.6％と10月と同水準。商品安の影響に加え、主要輸出相手先である中国の製造業PMIや貿易関連指標が悪
化したことで、株、レアルとも売られている。なお、7～9月期GDP成長率は2期連続のマイナス成長となり、景気後退局面入りとみられる。 

• オーストラリア：雇用者数は10月から4.27万人増、うち正規雇用者数は0.18万人増で、労働参加率は上昇したものの、失業率（11月）は6.3％と、10月
（6.2％）から上昇。02年以来の水準で、雇用環境は悪化している。このため、豪中銀は15年1～3月期にも追加利下げに踏み切るとの見方が強まっている。 

BRICs+豪：商品安で株・通貨の連鎖安となった新興・資源国市場 
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政府・日銀の景気判断：日銀が引き上げ 

• 政府：12月の景気判断を「緩やかな回復基調が続いている」に据え置いた。 

• 日銀：12月の景気判断を「消費税率引き上げ・・・の影響も全体として和らいでいる」と15ヶ月ぶりに引き上げた。 

1月 景気は、緩やかに回復している。
わが国の景気は緩やかな回復を続けており、このところ消費税率
引き上げ前の駆け込み需要もみられている。

2月 景気は、緩やかに回復している。
わが国の景気は緩やかな回復を続けており、このところ消費税率
引き上げ前の駆け込み需要もみられている。

3月
景気は、緩やかに回復している。また、消費税率引上げに伴う駆け
込み需要が強まっている。

わが国の景気は緩やかな回復を続けており、このところ消費税率
引き上げ前の駆け込み需要もみられている。

4月
景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率引き上げに
伴う駆け込み需要の反動により、このところ弱い動きもみられる。

わが国の景気は、消費税率引き上げの影響による下振れを伴い
つつも、基調的には緩やかな回復を続けている。

5月
景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率引き上げに
伴う駆け込み需要の反動により、このところ弱い動きもみられる。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

6月
景気は、緩やかな回復基調が続いているが、消費税率引き上げに
伴う駆け込み需要の反動により、このところ弱い動きもみられる。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

7月
景気は、緩やかな回復基調が続いており、消費税率引上げに伴う
駆け込み需要の反動も和らぎつつある。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

8月
景気は、緩やかな回復基調が続いており、消費税率引上げに伴う
駆け込み需要の反動も和らぎつつある。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

9月
景気は、このところ一部に弱さもみられるが、緩やかな回復基調が
続いている。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
がみられているが、基調的には緩やかな回復を続けている。

10月
景気は、このところ弱さがみられるが、緩やかな回復基調が続いて
いる。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
等の影響から生産面を中心に弱めの動きがみられているが、基
調的には緩やかな回復を続けている。

11月
景気は、個人消費などに弱さがみられるが、緩やかな回復基調が
続いている。

わが国の景気は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動
等の影響から生産面を中心に弱めの動きがみられているが、基
調的には緩やかな回復を続けている。

12月
景気は、個人消費などに弱さがみられるが、緩やかな回復基調が
続いている。

わが国の景気は、基調的に緩やかな回復を続けており、消費税
率引き上げに伴う駆け込み需要の反動などの影響も全体として和
らいでいる。

2014年

年　月 政府月例経済報告 日銀金融経済月報
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内外金融市場データ 

新発

10年
国債

 利回

債先

10年物
中心

限月

金利
スワップ

レート
5年物

（円-円）
仲値

無担保
コール

翌日物

TIBOR

ユーロ
円

3ヶ月

国庫

短期
証券

3ヶ月物

TIBOR

ユーロ
円

6ヶ月

金利

先物
(利回)

中心
限月

ドル円
スポット

レート
東京

17：00
現在

ユーロ

ドル
スポット

レート

ユーロ円
スポット

レート
東京

17：00
現在

日経

平均
株価

225

TOPIX

米国

NYダウ
工業株

30

米国
ナスダック

総合

ストッ

クス
欧州

600

中国
上海総合

米国
財務省

証券
10年物

国債
利回

米国
財務省

証券
3ヶ月物

国債
利回

独国

10年物
国債

利回

NY

金
先物

期近

NY

原油
先物

WTI
期近

OPEC

原油
バス

ケット
価格

14/10/27 0.470 146.47 0.236 0.059 0.195 ▲ 0.029 0.284 0.160 108.04 1.270 137.12 15,388.72 1,254.28 16,817.94 4,485.93 325.10 2,290.44 2.261 0.005 0.868 1,230.2 81.00 82.37
14/10/28 0.460 146.58 0.229 0.059 0.195 ▲ 0.035 0.284 0.170 107.84 1.273 137.11 15,329.91 1,252.00 17,005.75 4,564.29 328.25 2,337.87 2.296 0.010 0.877 1,230.3 81.42 82.44
14/10/29 0.465 146.53 0.229 0.059 0.195 ▲ 0.038 0.284 0.165 108.08 1.263 137.67 15,553.91 1,270.64 16,974.31 4,549.23 328.78 2,373.03 2.317 0.010 0.898 1,225.9 82.20 83.24
14/10/30 0.470 146.53 0.232 0.059 0.195 ▲ 0.045 0.284 0.170 109.18 1.261 137.46 15,658.20 1,278.90 17,195.42 4,566.14 330.71 2,391.08 2.306 0.005 0.845 1,199.5 81.12 82.79
14/10/31 0.450 146.53 0.246 0.060 0.192 0.001 0.281 0.160 111.23 1.253 139.80 16,413.76 1,333.64 17,390.52 4,630.74 336.80 2,420.18 2.335 0.005 0.841 1,172.4 80.54 81.97
14/11/03 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 1.248 休場 休場 休場 17,366.24 4,638.91 334.25 2,430.03 2.343 0.005 0.853 1,170.6 78.78 80.64
14/11/04 0.440 146.70 0.239 0.061 0.188 0.002 0.276 0.160 113.58 1.255 142.04 16,862.47 1,368.65 17,383.84 4,623.64 330.88 2,430.68 2.334 0.020 0.807 1,168.5 77.19 78.67
14/11/05 0.465 146.44 0.269 0.061 0.185 0.004 0.273 0.160 114.42 1.249 143.22 16,937.32 1,371.76 17,484.53 4,620.72 336.36 2,419.25 2.342 0.020 0.827 1,146.5 78.68 78.11
14/11/06 0.470 146.47 0.266 0.061 0.184 0.007 0.272 0.165 114.46 1.238 143.14 16,792.48 1,356.35 17,554.47 4,638.47 337.08 2,425.86 2.386 0.020 0.828 1,143.3 77.91 78.27
14/11/07 0.480 146.39 0.266 0.062 0.184 0.001 0.272 0.165 115.28 1.246 142.77 16,880.38 1,363.67 17,573.93 4,632.53 335.25 2,418.17 2.298 0.020 0.817 1,170.6 78.65 78.67
14/11/10 0.455 146.55 0.255 0.068 0.184 ▲ 0.001 0.272 0.165 114.02 1.242 142.23 16,780.53 1,360.11 17,613.74 4,651.62 337.71 2,473.67 2.360 0.020 0.834 1,160.7 77.40 78.98
14/11/11 0.490 146.25 0.280 0.068 0.184 ▲ 0.003 0.272 0.170 115.80 1.248 143.68 17,124.11 1,375.21 17,614.90 4,660.56 338.93 2,469.67 2.360 0.015 0.826 1,164.0 77.94 77.27
14/11/12 0.520 145.85 0.309 0.065 0.184 ▲ 0.004 0.272 0.175 115.27 1.244 144.04 17,197.05 1,377.05 17,612.20 4,675.14 335.09 2,494.48 2.371 0.010 0.810 1,159.9 77.18 76.96
14/11/13 0.495 146.08 0.290 0.063 0.184 ▲ 0.003 0.272 0.175 115.79 1.248 144.19 17,392.79 1,389.51 17,652.79 4,680.14 335.86 2,485.61 2.340 0.005 0.799 1,162.3 74.21 75.15
14/11/14 0.480 146.23 0.279 0.066 0.183 ▲ 0.054 0.271 0.170 116.30 1.253 144.81 17,490.83 1,400.41 17,634.74 4,688.54 335.63 2,478.82 2.320 0.005 0.785 1,186.3 75.82 73.47
14/11/17 0.480 146.27 0.275 0.064 0.183 ▲ 0.057 0.271 0.170 115.95 1.245 145.30 16,973.80 1,366.13 17,647.75 4,671.00 337.25 2,474.01 2.340 0.005 0.802 1,184.3 75.64 73.90
14/11/18 0.505 146.05 0.285 0.065 0.183 ▲ 0.064 0.271 0.165 116.70 1.254 145.76 17,344.06 1,394.88 17,687.82 4,702.44 339.30 2,456.37 2.315 0.010 0.797 1,197.8 74.61 74.36
14/11/19 0.475 146.30 0.265 0.065 0.183 ▲ 0.076 0.271 0.165 117.37 1.255 147.15 17,288.75 1,396.54 17,685.73 4,675.71 339.15 2,450.99 2.359 0.000 0.848 1,194.6 74.58 74.05
14/11/20 0.465 146.36 0.261 0.066 0.183 ▲ 0.084 0.271 0.165 118.58 1.254 148.65 17,300.86 1,397.64 17,719.00 4,701.87 338.28 2,452.66 2.337 0.000 0.799 1,191.5 75.58 74.03
14/11/21 0.455 146.45 0.260 0.069 0.182 ▲ 0.023 0.270 0.170 117.57 1.239 147.49 17,357.51 1,400.18 17,810.06 4,712.97 345.24 2,486.79 2.310 0.005 0.770 1,198.4 76.51 75.42
14/11/24 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 休場 1.244 休場 休場 休場 17,817.90 4,754.89 345.72 2,532.88 2.306 0.005 0.781 1,196.6 75.78 75.70
14/11/25 0.450 146.60 0.253 0.065 0.182 ▲ 0.023 0.270 0.165 117.95 1.247 146.52 17,407.62 1,409.15 17,814.94 4,758.25 346.28 2,567.60 2.257 0.020 0.748 1,197.8 74.09 74.28
14/11/26 0.435 146.73 0.249 0.066 0.182 ▲ 0.023 0.270 0.165 117.75 1.251 146.81 17,383.58 1,406.40 17,827.75 4,787.32 346.28 2,604.35 2.245 0.005 0.735 1,197.5 73.69 73.70
14/11/27 0.420 146.88 0.239 0.066 0.182 ▲ 0.027 0.270 0.165 117.35 1.247 146.84 17,248.50 1,391.90 休場 休場 347.49 2,630.49 2.245 0.005 0.700 休場 休場 70.80
14/11/28 0.420 146.91 0.240 0.067 0.182 ▲ 0.045 0.270 0.165 118.22 1.245 147.05 17,459.85 1,410.34 17,828.24 4,791.63 347.25 2,682.84 2.164 0.010 0.700 1,175.5 66.15 68.89
14/12/01 0.430 146.90 0.240 0.065 0.181 ▲ 0.047 0.269 0.165 118.74 1.247 147.51 17,590.10 1,421.65 17,776.80 4,727.35 345.64 2,680.16 2.235 0.010 0.728 1,218.1 69.00 66.44
14/12/02 0.415 146.95 0.236 0.065 0.180 ▲ 0.048 0.268 0.170 118.82 1.238 147.48 17,663.22 1,427.85 17,879.55 4,755.81 347.37 2,763.55 2.292 0.010 0.741 1,199.4 66.88 68.13
14/12/03 0.430 147.17 0.224 0.065 0.180 ▲ 0.049 0.268 0.165 119.23 1.231 147.54 17,720.43 1,429.75 17,912.62 4,774.47 349.34 2,779.53 2.280 0.005 0.748 1,208.7 67.38 67.31
14/12/04 0.435 147.24 0.228 0.065 0.180 ▲ 0.046 0.268 0.165 119.89 1.238 147.52 17,887.21 1,440.60 17,900.10 4,769.44 344.84 2,899.46 2.234 0.015 0.773 1,207.7 66.81 66.27
14/12/05 0.420 147.32 0.233 0.067 0.180 ▲ 0.006 0.268 0.165 120.18 1.228 148.79 17,920.45 1,445.67 17,958.79 4,780.76 350.97 2,937.65 2.307 0.010 0.780 1,190.4 65.84 65.32
14/12/08 0.435 147.14 0.239 0.065 0.180 ▲ 0.006 0.268 0.165 121.35 1.232 148.90 17,935.64 1,447.58 17,852.48 4,740.69 348.61 3,020.26 2.257 0.005 0.713 1,194.9 63.05 63.78
14/12/09 0.415 147.40 0.226 0.073 0.180 ▲ 0.006 0.268 0.165 119.67 1.237 147.76 17,813.38 1,436.09 17,801.20 4,766.47 340.48 2,856.27 2.213 0.025 0.685 1,232.0 63.82 62.33
14/12/10 0.410 147.42 0.220 0.067 0.180 ▲ 0.006 0.268 0.170 119.09 1.245 147.53 17,412.58 1,406.83 17,533.15 4,684.03 339.32 2,940.01 2.164 0.025 0.681 1,229.4 60.94 61.35
14/12/11 0.405 147.49 0.221 0.085 0.180 ▲ 0.009 0.268 0.170 117.94 1.241 147.26 17,257.40 1,397.04 17,596.34 4,708.16 339.31 2,925.74 2.162 0.020 0.677 1,225.6 59.95 60.50
14/12/12 0.395 147.25 0.220 0.068 0.180 ▲ 0.008 0.268 0.170 118.77 1.246 147.29 17,371.58 1,399.65 17,280.83 4,653.60 330.54 2,938.17 2.082 0.015 0.624 1,222.5 57.81 58.65
14/12/15 0.375 147.38 0.212 0.069 0.180 ▲ 0.005 0.268 0.170 118.23 1.244 147.26 17,099.40 1,379.29 17,180.84 4,605.16 323.29 2,953.42 2.118 0.005 0.623 1,207.7 55.91 57.92
14/12/16 0.350 147.58 0.204 0.067 0.180 ▲ 0.005 0.268 0.165 117.34 1.251 146.14 16,755.32 1,353.37 17,068.87 4,547.83 328.88 3,021.52 2.059 0.030 0.596 1,194.3 55.93 55.91
14/12/17 0.355 147.60 0.204 0.068 0.180 ▲ 0.005 0.268 0.160 117.41 1.234 146.33 16,819.73 1,352.01 17,356.87 4,644.31 329.34 3,061.02 2.136 0.020 0.592 1,194.5 56.47 55.64
14/12/18 0.350 147.66 0.204 0.066 0.180 ▲ 0.005 0.268 0.160 118.69 1.229 146.19 17,210.05 1,376.32 17,778.15 4,748.40 339.05 3,057.52 2.208 0.036 0.617 1,194.8 54.11 56.30
14/12/19 0.350 147.54 0.219 0.065 0.180 ▲ 0.001 0.268 0.160 119.18 1.223 146.48 17,621.40 1,409.61 17,804.80 4,765.38 340.30 3,108.60 2.162 0.025 0.592 1,196.0 56.52

（資料）Bloombergより農中総研作成

長期金利 短期金利 外国為替 国内株価指数 海外株価指数 海外金利 その他
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